
阿賀野市告示第１０４号 

阿賀野市中小企業人材育成支援事業補助金交付要綱を次のように定める。 

  令和５年５月１６日 

                    阿賀野市長 田 中 清 善 

 

   阿賀野市中小企業人材育成支援事業補助金交付要綱 

（趣旨） 

第１条 この告示は、市内の事業所で働く従業員の人材育成を図るとともに、

事業所のデジタルトランスフォーメーションを推進するため、業務に必要な

技術やデジタルトランスフォーメーションに資する知識等を従業員に習得

させることを目的に、予算の範囲内で交付する中小企業人材育成支援事業補

助金（以下「補助金」という。）に関し、阿賀野市補助金等交付規則（平成

１６年阿賀野市規則第５６号）に定めるもののほか、必要な事項を定めるも

のとする。 

（定義） 

第２条 この告示において「中小企業者」とは、資本の額又は出資の総額が３

億円（卸売業については１億円、小売・サービス業については５，０００万

円）以下又は常時使用する従業員の数が３００人（卸売・サービス業につい

ては１００人、小売業については５０人）以下の会社及び個人をいう。 

（補助対象者） 

第３条 補助金の交付を受けることができる者（以下「補助対象者」という。）

は、市内に事業所を有する中小企業者とする。 

（補助対象経費） 

第４条 補助金の交付の対象となる経費（以下「補助対象経費」という。）は、

次の各号のいずれかに該当する研修期間が実施する人材育成研修の受講料

とする。 

(１) 中小企業大学校三条校 

(２) 公益財団法人にいがた産業創造機構 

(３) 新潟職業能力開発短期大学校 

(４) デジタルトランスフォーメーション（ＤＸ）研修機関 

（補助金の額） 

第５条 補助金の額は、補助対象経費の２分の１に相当する額（当該２分の１

に相当する額が２万円を超えるときは２万円）とする。また、研修ごとに１

事業所３人までとし、１事業所当たり年間１０万円を限度とする。 
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２ 前項に規定する補助金の額に、千円未満の端数があるときは、これを切り

捨てるものとする。 

 （補助金の交付申請等） 

第６条 補助金の交付を受けようとする者（以下「申請者」という。）は、研

修受講前までに阿賀野市中小企業人材育成支援事業補助金交付申請書（第１

号様式）に関係書類等を添えて、市長に提出しなければならない。 

 （補助金の交付決定等） 

第７条 市長は、前条の規定により提出のあった補助金交付申請書について、

その内容を審査の上、補助金の交付の適否を決定するものとする。 

２ 市長は、前項の規定により補助金の交付が適当と認めたときは、補助金の

交付を決定し、その決定の内容及びこれに付した条件を阿賀野市中小企業人

材育成支援事業補助金交付決定通知書（第２号様式）により、速やかに申請

者に通知するものとする。 

３ 市長は、第１項の規定により補助金の交付が適当でないと認めたときは、

阿賀野市中小企業人材育成支援事業補助金不交付決定通知書（第３号様式）

により、速やかに申請者に通知するものとする。 

（変更等の承認） 

第８条 申請者は、次のいずれかに該当する場合には、あらかじめ阿賀野市中

小企業研修受講料補助事業変更等承認申請書（第４号様式）を市長に提出し

なければならない。 

(１) 研修の受講内容の変更をしようとする場合 

(２) 研修の受講を中止し、又は廃止しようとする場合 

（承認の通知） 

第９条 市長は、前条の承認申請があったときは、当該申請内容を審査し、変

更の承認をしたときは、阿賀野市中小企業研修受講料補助事業変更等承認通

知書（第５号様式）により、速やかに申請者に通知するものとする。 

（実績報告） 

第１０条 申請者は、研修を修了したときは、修了の日から起算して３０日を

経過した日又は補助金の交付決定を受けた日の属する年度の３月末日のい

ずれか早い期日までに阿賀野市中小企業研修実績報告書（第６号様式。以下

「実績報告書」という。）に次に掲げる書類を添えて市長に提出しなければ

ならない。 

(１) 研修の修了を証するに足る書類の写し 

(２) 研修受講料の支払を証するに足る書類の写し 



（補助金の額の確定） 

第１１条 市長は、前条に規定する実績報告書の提出があったときは、これを

審査し、交付の内容及びこれに付した条件に適合すると認められるときは、

補助金の額を確定し、阿賀野市中小企業人材育成事業補助金確定通知書（第

７号様式）により、通知するものとする。 

（交付の請求） 

第１２条 前条の規定により通知を受けた交付決定者は、補助金の交付を受け

ようとするときは、阿賀野市中小企業人材育成支援事業補助金請求書（第８

号様式）を市長に提出しなければならない。 

（決定の取消し等） 

第１３条 市長は、偽りその他不正な手段により補助金の交付決定を受けた者

があった場合は、当該交付決定を取り消すことができる。 

２ 前項の場合において、市長は、既に補助金が交付されているときは、補助

金の返還を命ずることができる。 

（その他） 

第１４条 この告示に定めるもののほか、必要な事項は、市長が別に定める。 

   附 則 

 この告示は、令和５年５月１６日から施行し、令和５年４月１日から適用す

る。 



第１号様式（第６条関係） 

 

阿賀野市中小企業人材育成支援事業補助金交付申請書 

 

 

   年  月  日 

 

 阿 賀 野 市 長        様 

 

                         〒 

               申請者 事業所所在地 

                   事 業 所 名 

                   代 表 者 名             

 

 

次のとおり研修を受講したいので、阿賀野市中小企業人材育成支援事業補助

金交付要綱第６条の規定に基づき、次のとおり補助金の交付を申請します。 

記 

※添付書類：研修内容及び受講料が記載された要綱等の写し 

交付申請額 

金       円 

千円未満切り捨て 

１人当たり上限２万円 

受 講 料 金       円 

受講者氏名 

 

研 修 名   

 

研 修 期 間  年  月  日  ～   年  月  日 

実 施 機 関  １ 中小企業大学校三条校 

２ にいがた産業創造機構 

３ 新潟職業能力開発短期大学校 

４ デジタルトランスフォーメーション（ＤＸ）研修機関 



第２号様式（第７条関係） 

 

阿賀野市中小企業人材育成支援事業補助金交付決定通知書 

 

第     号  

年  月  日  

 

 

            様 

 

 

              阿 賀 野 市 長 

 

 

     年  月  日付けで申請のこのことについて、阿賀野市中小企業

人材育成支援事業補助金交付要綱第６条の規定により、下記のとおり交付しま

す。 

 

記 

 

 

 1 交付決定額                円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 研修を修了したときは、速やかに阿賀野市中小企業人材育成支援事業補助

金研修実績報告書(様式第６号)に、次の書類を添えて提出してください。 

  ・研修の修了を証するに足る書類の写し 

  ・研修受講料の支払を証するに足る書類の写し 

  ・阿賀野市中小企業人材育成支援事業補助金請求書(様式第８号) 

 

 



第３号様式（第７条関係） 

 

阿賀野市中小企業人材育成支援事業補助金不交付決定通知書 

 

第     号  

年  月  日  

 

 

           様 

 

 

阿 賀 野 市 長 

 

 

     年  月  日付けで申請のこのことについて、阿賀野市中小企業

人材育成支援事業補助金交付要綱第７条の規定により、次の理由により交付す

ることができませんので通知します。 

 

 

記 

 

 

 １ 交付することができない理由 



第４号様式（第８条関係） 

 

年  月  日 

 

 阿賀野市長          様 

 

                          〒 

申請者 事業所所在地 

                   事 業 所 名 

                   代 表 者 名             

 

阿賀野市中小企業人材育成支援事業変更等承認申請書 

 

   年  月  日付け  第   号にて補助金の交付決定通知のあった

標記事業を下記のとおり変更したいので、阿賀野市中小企業人材育成支援事業

補助金交付要綱第８条の規定により申請します。 

 

記 

 

１ 変更の理由 

 

 

２ 変更の内容 



第５号様式（第９条関係） 

 

第     号 

年  月  日 

 

           様 

 

阿賀野市長          

 

阿賀野市中小企業人材育成支援事業変更等承認通知書 

 

   年  月  日付けで申請のあった補助事業の変更について、阿賀野市

中小企業人材育成支援事業補助金交付要綱第９条の規定により、下記のとおり

承認しましたので通知します。 

 

 

記 

 

承認内容 



第６号様式（第１０条関係） 

 

阿賀野市中小企業人材育成支援事業補助金研修実績報告書 

 

 

  年  月  日 

 

 

 阿賀野市長         様 

 

 

申請者 事業所所在地 

                 事 業 所 名 

                 代 表 者 氏 名 

 

 

 年  月  日付け  第   号で補助金の交付決定通知を受けた件

について、下記のとおり修了したので、阿賀野市中小企業人材育成支援事業補

助金交付要綱第１０条の規定により報告します。 

 

 

記 

 

 １ 事業報告書 

    別紙１のとおり 

 

 ２ 添付書類 

・研修の修了を証するに足る書類の写し 

   ・研修受講料の支払を証するに足る書類の写し 

    



別紙１                     

 

研修事業実績報告書 

 

 

事業所名：            代表者氏名：             

 

電話：       FAX：       E-mail:             

 

 

 

 

 

１ 事業の概要 

 
（１）研修のテーマ  

（２）実施機関 

・ 中小企業大学校三条校 

・ にいがた産業創造機構 

・ 新潟職業能力開発短期大学校 

・ デジタルトランスフォーメーション（ＤＸ）研修機関 

（３）研修期間 

  

   年   月   日  ～   年   月   日 

 

２ 事業実績 

 （１）研修内容： 

 

 

 

 

 

 

（２）研修受講による成果（人事担当者などから事業所にとってどのような成果が 

あったかをご記入ください）： 

 

 

 

 

 

 



第７号様式（第１１条関係） 

 

第     号 

 

           様 

 

阿賀野市中小企業人材育成支援事業補助金確定通知書 

 

   年  月  日付け 第   号で交付の決定をした阿賀野市中小企業

人材育成支援事業補助金については、阿賀野市中小企業人材育成支援事業補助

金交付要綱第１１条の規定により、次のとおりその額を確定したので通知しま

す。 

 

年   月   日 

 

阿賀野市長            

 

１ 交付決定額              円 

 

２ 交付確定額              円 



第８号様式（第１２条関係） 

 

阿賀野市中小企業人材育成支援事業補助金請求書 

 

年  月  日 

 

 

 阿 賀 野 市 長          様 

 

 

                       〒 

申請者  事業所所在地 

                 事 業 所 名 

                 代 表 者 氏 名            

 

 

    年  月  日付け   第    号で補助金の交付決定通知を受

けた件について、阿賀野市中小企業人材育成支援事業補助金交付要綱第１１条

の規定により請求します。 

 

 

金           円 

 

 

振込依頼先 

金融機関名  

支 店 名  

口 座 番 号 普通 ・ 当座 

(フリガナ) 

口 座 名 義 
 

 

 


